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【参加申込み】

※① 郵便番号・住所 ② 氏名 ③ 連絡先電話番号（ＦＡＸでのお申込みの場合は、必ずＦＡＸ番号もお書きください）を記入し、

「花鹿乃芸亭申込み」と明記してください。

　　また、往復はがきでお申込みの場合は、返信用にも送付先の郵便番号・住所・氏名を必ず記入してください。   

※１通に付き、２名様までのお申込みとします。(2名でお申込みの場合はその旨明記してください)

奈良県立図書情報館「花鹿乃芸亭」担当
〒630-8135 
奈良市大安寺西１丁目１０００番地
TEL.   0742-34-2111  /  FAX.   0742-34-2777  
【URL】　　 http://www.library.pref.nara.jp
【E-mail】 　info@library.pref.nara.jp
 

桂　文鹿
かつら　　 ぶん　　ろく

笑福亭　たま
しょうふくてい　　　　　　　 

鴻池の茶碗

　しょうふくてい　  　　ろ　  ちく

上方落語協会、関西演芸協会、松竹芸能所属。昭和44年11月17日生まれ、
奈良市出身。大谷大学文学部を５年で卒業、平成６年、桂文福師に入門。「桂
ちゃん好」の芸名で初高座。噺家の傍ら、プロボクシングの選手として
リングにも上がり、人を笑わせる仕事と殴る仕事の両方をこなしてきた。
31 歳でボクシングは引退。平成 16 年に一門で空き名になっていた文鹿
に改名。文鹿の「鹿」の字のつく市町村で「落語でめぐる鹿の町」と題
した落語会を開催。落語の他にも塩路鐡砲水師のもと「河内にわか」と
いう郷土芸能の伝承にも力を注ぐ。NHK 上方演芸ホールの放送で浪速花
形五人衆の大喜利メンバーとして番組出演中。

koen@library.pref.nara.jp申込み専用アドレス：

申込みフォーム：

http://www.library.pref.nara.jp/event/event_moushikomi.html

昭和 50 年 1 月 6 日生まれ。大阪府貝塚市出身。京都大学経済学部卒。
平成 10 年 4 月笑福亭福笑に入門。趣味はマンガ。平成 24 年第 7 回繁昌
亭爆笑賞、平成 23 年なにわ芸術祭新人賞、平成 22 年咲くやこの花賞、
平成 21 年第 4 回繁昌亭創作賞、平成 20 年 5 月、第 2 回繁昌亭輝き賞、
平成 16 年文化庁芸術祭新人賞、平成 15 年大阪舞台芸術新人賞受賞ほか。
主な会は「たまのフレンドリー寄席」「ナイトヘッド」 
HP http://studio-abby.com/tama/

笑福亭　呂竹
昭和 52 年 7 月 1 日生まれ、尼崎市出身。鳥取大学工学部卒。平成 14 年 
4 月 1 日に七代目笑福亭呂鶴に入門。松竹芸能所属。趣味は千葉ロッテマ
リーンズ応援、居酒屋探訪、読書 。特技は出前持ち・剣道初段 。よく「ム
キ卵」に似ていると言われるが、あまり卵が好きではない。

【申込方法】
●当館ホームページ「申込みフォーム」　●往復はがき　●FAX　●メール   ●電話　 
●来館による 申込み（２階カウンターにて受付） 

（定員 200 名）

【お問い合わせ・お申込み先】

【交通アクセス】
●近鉄奈良駅より

奈良交通バス停 (８番のりば) から「県立図書情報館行き 

(22系統)」に乗車し、終点。所要時間約20分。

●ＪＲ奈良駅より

奈良交通バス停 (10番のりば) から「県立図書情報館行き 

(22系統)」に乗車し、終点。所要時間約15分。

●近鉄新大宮駅より

駅南口バス停から「四条大路南町行き (８系統)」に乗車し、

県立図書情報館西口下車。徒歩５分。所要時間約15分。

●自家用車利用

国道24号線の柏木町交差点を東に折れ、１つ目の信号を

左折。約700メートル先の左手側。駐車スペース：普通車

311台。１時間までは無料、それ以降は１時間毎に100円。

三味線

花登　益子
はなと　　　　　ますこ　

4 月 21 日生まれ。
広島県福山市出身。
昭和 63 年に桑原ふみ子に
入門。現在は、長唄・杵屋
勝七郎に師事し、日々研鑽
を積んでいる。趣味は 読書、
旅行、山歩き。

笑福亭　たま

■特別企画

文鹿がお客様に
聞いて戴きたい
この一席


